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防空壕内に於ける蚊,特にアカイエカの分布と

個体数の季節的消長*

下釜勝・高月嘉行
しも　　がま　　　　　　まきる　　たか　　つき　　よし　　ゆき

長崎大学風土病研究所衛生動物部(主任:大森南三郎教授)

長　崎　市　中　央　保　健　所(所長:大利　茂久博士〕

(昭和41年12月10日受付)

Seasonal Changes in the Distribution and Abundance

of Mosquitoes Especially of Culex pipiens
pallens in a Cave in Nagasaki City

Masaru Shimogama and Yoshiyuki Takatsuki

D epartment of Medical Zoology, Research Institute of Endemics,
Nagasaki University (Director: Prof. N. Omori),

Nagasaki City Health Center (Head: Dr. S. Ori).

Abstract

Seasonal changes in the distribution and abundance of mosquitoes were investi-
gated in acave dug on the slope of a hill in Nagasaki City. The cave had the
structure with only one entrance as shown in Fig.1 and was divided for the con-
venience of observation into 27 divisions, each of which is ca. 5m long. The species
and numbers of mosqutioes observed (but not collected) at the interval of one week
or ten days from January 1965 to April 1966. The results obtained are summarized
as follows:

(1) Culex pipiens pallens was the most abundant in the cave throughout the
year and was about 98% of the total 1,001 mosquitoes observed. Other species were
Aedes albopictus, Culex tritaeniorhynchus, Armigeres subalbatus, Culex vorax and Anophe-
les sinensis.

(2) The number of C. p. pallens females in the cave was rather small in sum-
mer, increasing rapidly in November, reaching maximum in December, while it
decreased sharply in February. In summer the females were mostly found in the
nearest divisions to the entrance and not found in inner divisions. During months
from November to March they were highest in population density at the sites 10 to
15m apart from the entrance where the temperature and humidity conditions were
becoming near to the higher and more stable conditions in the inner divisions, and
where the illumination condition was in 0.3 to 0 Lux. With increase in number of
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females in the cave in winter they gradually distributed up to the innermost divisions.
From the above, it was thought that the females enter into hibernation in Novem-
ber and emerge from it as early as in February in Nagasaki area.

(3) C. p. pallens males in the cave were scarecely found during from February
to April, and they began to appear from May. Therefore, the male of this
species is considered to be nearly completely killed during winter. The number
of males temporally increased in summer, and showed maximum value in
November and gradually decreased thereafter. The feature of the seasonal
prevalence of males is generally similar to females, but differs in that the number
of males is extremely small and the highest density in the cave is found at the
nearest division to the entrance and they distribute only up to the middle portion
of the cave.

緒　　　　　　　　　悶

防空壕が蚊成虫の潜伏及び越冬の場所として利用さ

れている事実ほよく知られているが，1年を通じてそ

の利用度を調査した報告ほない■我々は昭和40年1月

から41年4月まで，長崎市の一一防空壕において，蚊成

虫の壕内分布と個体数の季節的消長を調べたのでその

結果について報告する。本報告を出すにあたって，研

究の指導と原稿の校閲を賜わった大森南三郎教授に深

く感謝の意を表するo　また，調査の実施にあたって種

々の御援助を受けた長崎大学医学部医動物学教室和田

義人講師に感謝する。

調査場所及び方法

調査を行なった防空壕ほ市内北方の丘陵の斜面に，

第1図に示すように多数の鮒形状に掘りぬかれたもの

で，かなり複雑な構造を示し，入口は壕の西側に只一一

つあるo　壕内の大部分ほ高さと巾がそれぞれ1○8mで

あるが，区画NO。4及び6（高さ0。8m，け］L0m）

のように低くて狭く，区画NoO19，21及び25（巾

2。5m）のように可成り広い部分もある。家内ほ粘土

に多少の岩石が混っている入日近くの・部を除けば大

部分ほ粘土質で，奥の方へ行くにつれて多湿となり，

瑞一度は外気弧と比較して時期によって可成りの差がみ

られ，夏には低く，冬にほ高くなる。入「は1ら入射し

た自然光線によって，区画朋亙1では可成り明るく，

奥の方へ行くにつれて暗くなるが，NO。2，閑觀3の

半分及びNo坑4の入口附近までかすかに明るく，てれ

より奥でほ暗黒の状態になる。

ての防空壕の入口から奥の方へ約5m間隔に捌咤の

一一L軌■i・iト釘を打って仕切か1から27まで町番号をつ

けて，昭和40年1月から41年4月まで，1週間乃至］．0

日間隔で，合計50回，懐中電灯を使用し，午前10晦か

ら12時半の間に，各区画で発見された蚊を採集するて

となしにその植類と個体数を記録したe　また，鋸一度と

湿度ほ各区画拍）奥に近い部分で各調査目の調査時毎

に,記録をとり,照度ほ11月及び12月の問に3[札　同

時刻に,壕外o)明るさが影響する入口近くの区E由｢ご測

定を行なった｡
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Fi富.頂　Map of a cave examined for mosqui-

toes. Numerals given in the figure show

division No,　and an arrow shows the

entrance of the cave｡
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調査成績及び考察

甘乱We 1 ｡　Total species and number of mosquitoes observed weekly or every

ten days in the cave from January 1965 to April 1956.
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合計50回の調査で観察された蚊の種額別個体数を,

40年1-4月, 5-10月茂び40年11月-41年4月の3期

に分けて第1表に示した｡発見された種類と総個体数

ほ6種, 1001個体で,てのうち,アヵイエカが984個

体で圧倒的に多く,その他の種集ま僅少であった｡ア

ヵイエヵについてほ後で詳述するてとにして,その他

の種類についてみると,コガタアヵイエカは区画No｡3

で, 40年11月29日に2, 41年1月6日と, 21日にそ

れぞれ1個体ずつ,計4個体の雌成虫,シナ-マダラ

カほ区画No｡2で, 40年1月25日に雌1個体が発見さ

れたo　てれらの種輯ほ防空壕も越冬場所として利用し

ているようにみえるが,個体数が極めて少ないのでそ

の意味ほはっきりしない,また, No.1の区画で,ヒ

トスジシマカが7月16日, 8月5日, 26日,及び9月

6日にそれぞれ雌1雄1,雌2堆1,雌1,及び雌1

個体,計7個体,オオグロヤプヵが8月5日に雌2雄

2の計4個体,トラフヵグイヵが7月16日に雌1個体

が発見されたが,てれらほ防空壕を休息場所として利

用していたものと考えられる.

アヵイエカ雌成虫の各月における平均観察数を,防

空壕内の位置別に第2蓑に示した.先づ全体の個体数

についてみると, 1月に51.0個体と多かった雌成虫ほ

2馴こは1]‥5　と少なくなり,その後10月までほ比較

的少ない状態が続き, 11月にほ急に多くなって12月に

ほ68.4と最高の値を示し,その後1月にほやゝ減少

しているが45.1と依然として多い.しかし, 2月に

なると再び急激に激少する.

こゝで興味のあるてとにほ,低温期の2月に防空壕

内o)個体数が甚だしく減少するが,おそらくて0)時m

に多くの雌成虫が越年から覚めて防空壕外へ飛和した

ものと思われるが,てれらの成虫がその後何処で,ど

のように生活しているかについてほ今後の研究にまち

たい.

雌成虫ほ第2表からわかるように,高温期には防空

壕の入口の区画No｡1及びその附近に多く,区I一指j3

No｡10より奥の方でほ全く発見されていない｡てれ

に対し気温が低い11-3月にほ防空壕の入口から10-

15mの距離にある区画　No3及び4で最も多く,次

第に個体数は減少するが,更に奥の方まで分布し,特

に12及び1月にほ一一番奥まで分布する.てのように11

月頃から防空壕のより奥の方まで分布するようになる

てとと,前述のように11月から個体数が増加すること

から,アヵイエヵの雌成虫ほ,ての頃から所謂越冬状

態に入るものと考えられる.雄成虫は2月以後4月迄

ほ全くみられないかその数は極めて少なくなってお

り, 5月から新生雄成虫と思われるものが少しずつ見

られ出すので,冬期中に悉く死滅するものと考えられ

る. 6月に一時多くなり,夏期一時減少して11月に最

も多くなり以後又次第に減少していく.消長の傾向ほ

雌の場合と似ているが,全体としてその数が極めて少

なく,個体密度が区画No｡ 1で最も高く,深く奥へほ

侵入しない点などが異なる.

次に防空壕内の気温及び湿度とアヵイエヵ雌成虫の

分布との関係を,気温が高く壕内の雌成虫の個体数が

少ない8月,気温が低くなり個体数が多くなる12月,

及び気温はまだ低いが個体数が減少する2月とを例に

とって比較してみると第2図のようになる.

8月にほ外気温が高いために防空壕の入口近くでは

犯歴が高く,奥の方-行くにつれて急激に低くなる

が,湿度ほ逆に入口附近で低く,次第に高くなり奥の
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方では95%以上となる.この時のアカイエカの雌成虫

は入口のすぐ側の区画No･1で少数発見されただけ

で,防空壕を一時的な休息の場として利用しているに

すぎないものと考えられる. 12月にほ外気温が低いの

で入口近くでほ約10-Cと低いが,奥の方-行くにつ

れて急に高くなり,区画No･3及び4では14〇c前

後となり,更に奥の方でほ徐々に高くなって三番奥で

は約16-cになる･湿度も気温とよく似た変化をたど

り-番奥でほ100%近くになる..この時のアカイエカ

の雌成虫の個体類ま極めて多く防空壕の入口から-･番

奥まで分布しているが,前述したように区画No.3及

び4で個体密度が最も大であるn　この位置は入口から

10-15mの距離でy　温度及び湿度ほ入口近くに比べて

可成り高くなっ〓ている所である―.このような温湿度が

越冬アカイエカにとって好適であろうと考えられるが,

同程度の配湿度ほ更に奥の方へ同じような状態で続い

ているので,温湿度だけでほ必ずしも説明できない

ように思われる.そこで照度についてみると, No.3

及びNo.4　での照度ほ入口に近い方で杓0.3lux,

奥の方ではOluxとなって,かすかに明るい状態か

ら暗黒の状態への移行部に当っている.このような照

度条件が越冬アカイエカにとって好適であり,区凾

No.3及び4にアカイエカが集中している-一つの理由

であろうと思われる.

2月ほ温度がわずかに低い点を除桝ま,温度,湿度

共に12月の状況と極めてよく似た傾向を示している.

しかし,アカイエカの雌成虫の個体数は著しく少なく

なり,依然として区画No.3及び4に個体数の山はみ

られるが, 12月におけるように顕著でほなく,壕の奥

の方でほ全く発見されなくなる.この時期における急

激な個体数の減少にほ温湿度以外に壕外での光周期の

変化が関係するのではないかとも考えられるがこの点

についてほ今後の研究に侯つの外ほない.

摘　　　　　　　　要

長崎市の丘陵の斜面にある防空壕内で蚊の分布と個

体数の季節的消長について調査した.壕の入口から約

5m間隔に,1～27の区画にわけ,昭和40年1月から

41年4月まで, 1週間乃至10日間隔で計50回,それぞ

れの区画で発見された蚊の種類と数を採集することな

しに観察記録した.その結果次の点が明らかとなっ

た.

(1)防空壕で発見される蚊は,アカイエカが圧倒的

に多く,ヒトスジシマカ,コガタアカイエカ,オオク

ロヤブカ,トラフカクイカ及びシナハマダラカは極め

て少ない.

(2)壕内のアカイエカ雌成虫は,夏には少なく, 11

月から急激に多くなり, 12月に最高の値を示して, 2

月には激減する.壕内の位置による雌成虫の分布は,

更には壕の入口附近の区画に多く,奥では全く発見さ

れない.これに対して, 11月から3月には,入口から

10～15mの区画に最も多く,次第にその数は減少する

が壕のより奥の区画まで分布し,特に12月及び1月に

は最も奥の区画でも発見できるようになる.このよう

な壕内での分布様式は,温湿度と更に照度とが関係し

ていると考えられる.

(3)アカイエカ雄成虫は2月以後4月迄は全く見ら

れないか,その数は極めて少なくなっており, 5月か

ら新生雄成虫と思われるものが少しずつ見られ出すの

で,冬期中に委く死滅するものと考えられる.消長の

傾向は雌の場合と似ているが,全体としてその数が極

めて少なく,個体密度が壕の入口のすぐ側の区画

No.1で最も高く, 深く奥へは侵入 しない点などが異

なる.
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